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1、 コンペの概要
コンペの趣旨
大阪府では土木施策を担当する河川室と文化施策を担当する文化課が連携し、デザイン面を重視した新しい公共事業の実施体制を作り出すための社会実験を進めています。公共空間でアート作品を展示する「おおさかカンヴァス推進事業」を進めてきた文化課は、木津川の護岸壁にウォールペインティングを描くプロジェクトを平成21年から行い、これまでに21作品が完成しています。対岸で河川室が進める遊歩道の整備とウォールペインティング事業を一体的に行い、質の高いデザインとアイデアが結実する遊歩道整備を行うことによって、地域から愛され誇りとされる親水空間を生み出すことを目指しています。
地域の人々から愛着を持たれる都市インフラを生み出すためには、①　地域の方々の想いや使いこなしのアイデアを反映し、②　デザイン・構造・景観的に優れ、まちづくりにも寄与し、③　河川管理の観点からも安全・安心な都市インフラである、という要素を満たすことが大切です。本事業の趣旨及び木津川の地域性などを十分に理解していただき、より多くの方々から、広くアイデアを募集します。
なお、河川室と文化課が連携し、新しい公共事業の実施体制を作り出そうとする本事業は、文化課が大阪府立江之子島文化芸術創造センターの指定管理者に委託して実施する「プラットフォーム形成支援事業」の一環として行うものです。「プラットフォーム形成支援事業」は行政課題が複雑化、多様化する中、単独の部局だけでは対応が難しい複合的な行政課題に対し、住民、専門家、企業、大学、行政など多様な立場の組織や人が集まり、プラットフォームを形成し、アートやデザインを手法として対等な立場で課題を検討、事業を推進することで、複合的な課題を同時に解決しようとするものです。
１次審査で選定された複数のデザインについて、大阪府も協力しながら実現可能性を高めたブラッシュアップ・プランを作成、そのプランをもとに最優秀プランを決定する２段階選考
今回のデザインコンペは、１次審査にて複数の優秀デザインを選定し、次に、それらの選定されたデザインについて、デザインした応募者が、大阪府が別途委託する事業者による構造や費用等についての検討協力を得たうえで実現可能性を高めたプランを作成、そのプランをもとに最終選考を行います。このように、まずデザインを選定し、選定されたデザインが構造物として実現されるための基本的な検討を加えて最終審査用のプランを作成、それらに基づく最終審査を経て最優秀プランを決定するという手法を採択することによって、デザイン重視のインフラ整備を推進しようとするものです。
　（１）コンペの名称
　「木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ（松島橋～大渉橋左岸）」
(以下「本コンペ」という。)
（２）対象場所　　　　一級河川　木津川　（松島橋～大渉橋左岸）
　　　　　　　　　　　　大阪市西区新町４丁目地内外
（３）内容　　　　　　本コンペは、木津川松島橋～大渉橋左岸側にて設置する遊歩道及び本区間の後背地にある立売堀上面整備（以下「遊歩空間整備」）のデザインについて、アイデアを募集するものです。
（本コンペの位置づけ）
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　本コンペでは、遊歩空間のデザインについてアイデアを募集し、１次審査により複数（５点程度）の優秀作品を選定します。優秀作品に選定された作品の応募者（以下、「応募者」という。）は、別途、大阪府が委託する事業者（以下、「事業者」という。）の協力を得て、選定されたデザイン案に基づいて最終審査に提出するプランを作成します。応募者が最終提出プランを作成するにあたっては、事業者が構造や費用等の基本的事項について専門的な検討を行うなど、応募者が実現可能性を高めるための最終提出プランを作成することに対して協力を行います（事業者の検討・作業内容の詳細は下記）。最終審査にあたっては応募者によるプレゼンテーションを予定しています。最終プラン決定後の動きはP15に記載しています。
　　＜事業者の検討・作業内容＞
　　構造検討、図面作成（平面図、３断面図）、検討結果の整理、概算費用の算出、照査、応募者及び大阪府との打ち合わせ等
　事業者が上記の内容で応募者に協力するにあたっては、応募者は大阪府及び事業者との打ち合わせに必ず出席していただきます（合計５回程度、交通費実費支給。ただし国内に限る）。最終審査に向けての詳細については、１次審査決定後に説明します。
なお、１次審査後に事業者と５回程度行われる打ち合わせにあたっては、応募者が河川施設として適切な構造となるよう、より専門的な見地からアドバイスを受けたい旨希望があれば、府が紹介する構造デザインの専門家の協力を受けることが可能です。構造デザインの専門家が５回程度の打ち合わせに同席する費用にあたっては、事業者が負担します。
２、応募資格要件等
個人、企業、グループ問わず応募できます。企業、グループの応募者は次の要件を満たしている事とします。
①大阪府入札参加停止要綱に基づき、現に入札参加停止の措置を受けていない者である
こと。
②大阪府暴力団等排除措置要綱に基づき、現に入札参加除外措置を受けていない者であ
ること。
③企業、グループに関わらず、同一個人の重複参加をしていないこと。
３、コンペの主催
　　　主催　：大阪府
　　　事務局：大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課、西大阪治水事務所
　　　（連絡先・提出先等）
〒559－8555　大阪市住之江区南港北1-14-16　大阪府咲洲庁舎37階
文化課企画グループ　木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ事務局
４、提案内容、提出書類、等
　　前述で記載の本コンペの趣旨と木津川の現状およびコンセプトを十分理解した上で提案を求めます。
【木津川の現状】
本コンペで遊歩道のアイデア提案を求める木津川は大阪都心部の西部、住宅街の中を江の子島から京セラドームまで南下している河川です。
川幅50～70mの大阪府が管理する一級河川ですが、現在防潮堤により川への寄り付きは制限されており、建物・まちが木津川に背を向けている景観となっています。
　木津川周辺は明治時代には川口居留地や旧大阪府庁舎、大阪瓦斯株式会社、木津川飛行場など大阪近代化の政治・経済の中心地として発展してきましたが、現在、大阪府庁は移転し、木津川飛行場なども撤去され、住宅地や工場が混在するエリアとなっています。
一方、木津川下流エリアでは、平成21年3月には阪神なんば線が開通し、京セラドーム前エリアに新しいアクセスが整備され、今後、京セラドーム前のエリアでは大型商業施設の立地も予定されています。
　木津川上流エリアでは平成24年4月に大阪府立江之子島文化芸術創造センターがオープンし、クリエイターの活動拠点として、アートやデザインを軸とした創造活動やまちづくりが進められています。また、2009年より大阪府の施策として木津川の防潮堤の川側に「ウォールペインティング」事業としてアーティストによる壁面アートを展開しており、これまでに21作品が完成しています。
　このような状況の中、今後、木津川とまちが一体となったまちづくりが進められるために、「ウォールペインティング」事業と連携しながら、まちと川を繋ぐ遊歩道を計画しているところです。今回の遊歩道区間の後背地には立売堀と呼ばれる広場があり、当コンペにおいては、この立売堀も含めてデザイン提案を受け、整備することにより、連続した空間を創造することとしています。
　遊歩空間整備の計画にあたっては、後述する木津川ゾーンのコンセプトを実現しながら、地域の人々が親しみ、憩い、賑わいを創出できる空間となる、創意工夫あふれる提案を求めます。
○　「水都大阪　水と光のまちづくり構想」（下記ＵＲＬの１５枚目）
http://www.osaka-info.jp/suito/wl2011pdf/20110901_04.pdf
○　木津川ウォールペインティング
　　　2009年度　http://osaka-canvas.jp/2011/art2009.html
2010年度　http://osaka-canvas.jp/2011/art2010/22_kizugawa.html
　　　2011年度　http://osaka-canvas.jp/2011/?page_id=1433

※画像挿入
＜木津川地域の特性＞別添PDFファイルを参照してください。
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【木津川・遊歩空間の全体コンセプト】
以下の木津川全体及び遊歩空間のコンセプトに基づいて提案してください。
（木津川全体のコンセプト）
土佐堀川、堂島川、安治川と接点を持つ木津川は、古くから多様なものが出会う場所として、様々な都市の記憶が蓄積されてきました。近代大阪の歴史から、現在進行形のアートまで多様な空間を内包しつつ、緑豊かな公園や住空間といった生活文化が融合する河川空間には、都市の未来像を見据えると同時に、生活の質の向上を果たす安らぎやうるおいが求められます。そのために皆で協働し、これからその姿を考え、創りあげていく未来志向の場として木津川を捉えたいと考えます。関わる人皆で創造し、使いこなす、そんな河川空間を目指しましょう。
（遊歩空間コンセプト）
１　景観デザインの視点から
“過去と未来が出会う場所”
　豊かな歴史性とアートが志向する未来性とが創造的に呼応する空間デザイン
２　ソフト的展開を目指す視点から
“人と人が出会う場所”
　まちと川をつなぎ、人と人をつなぐ祝祭的コミュニケーションを創造する空間デザイン
３　住空間としての充実を目指す視点から
“人と川が出会う場所”
　訪れる人の個性に応じた憩いと安らぎを提供する親水空間のデザイン
＜提案項目＞
　（１）　提案申込書
　　　前述の本コンペの趣旨と木津川の現況、木津川全体・遊歩空間のコンセプト等に基づいて提案者の考えをまとめ、木津川全体及び遊歩空間設計エリアに対する考え方を提示してください。
　（２）　提出書類
　　　遊歩空間の整備の考え方を伝えるものを作成してください。
①提案の考え方（A4・自由様式）　　　 　　1枚
②平面図：縮尺１/１００～１/５００程度　 A3　3～5枚
③横断面図：縮尺１/１００程度　　　　　　A3　1～2枚
④パース又はスケッチ：着色仕上げ
※図面には寸法を記入してください。
※その他、必要と思われるものは適宜、追加をしてください。
※平面図・横断図については、必要である場合は、大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課ホームページにて掲載しております。
※提出書類には、提案者が特定できる記述（氏名、会社名、記号等）を入れないでください。受付番号には何も記入する必要はありません。
５、設計条件
本コンペのコンセプトと下記に示す条件を十分に理解した上で、遊歩空間整備案を求めます。
（下記条件の位置等は別途図面参照）
【治水条件】
①　止水高さ（治水上、設置しておく必要がある堤防の天端高さ）：OP＋５．０ｍ
②　計画高水位（堤防の安全性が保たれる洪水発生時の水位）：OP＋３．５０ｍ
OPとは…河川工事で護岸高さ等を決める時の高さの基準値で、大阪湾の引き潮時の最低潮位の高

さ（ＯＰ±０ｍ）を基準としています。

【全体条件】
①　川（船）からの視点を考慮した構造とする
②　遊歩道高さＯＰ＋３．５ｍ以上
③　立売堀前面の対岸にある維持管理用船着場を移設する予定（３ｍ×４．４ｍ）×２基
　　（別途図面の範囲内に設置）
【遊歩道（別途図面Ａ）整備条件】
　（設計条件）
①　遊歩道の有効幅員は２ｍ～４ｍ確保することとし、構造は張り出し構造とする（河川幅の４分の１を超えるものは受付けない。また新たな杭や支保構造を流水断面に設けないこと。）
　　　　ただし、船着場前は車両（４ｔ）が容易に旋回出来る幅員を確保する
②　転落防止柵を設置すること　高さ１１００mm以上　隙間１５０mm以下（図２参照）
③　船着場前の転落防止柵は門扉又は着脱可能な構造とする
④　船着場前は車両（４ｔ）進入可能な構造とする
　　　　ただし、船着場前以外はその限りではない
⑤　別途図面Ａ部分のみが施工されても成立するもの
　　（図面Ａの部分とＢ、Cの部分の整備が同時期に施工できない場合があります）
　（地域条件）
　　①　水辺と緑を身近に感じる空間とする
②　日常的な交流の場となる空間とする
③　歩きやすい・歩きたくなる空間とする
④　昼夜問わず安心して立ち寄れる空間とする
⑤　地域の活動の舞台となる空間とする
【立売堀（別途図面Ｂ、Ｃ）整備条件】
（設計条件）
①　道路面から船着場前まで車両（４ｔ）進入可能な構造とする
②　堤内側管理通路（維持管理用スペース）へは車両（４ｔ）進入可能な構造とする
その堤内側を維持管理用スペース（別途図面Ｃ）として更地にて確保する
（地域条件）
1 最優秀プランとして採択されたデザインを基に、地域ワークショップを開催し条件を決
定します。（ワークショップの結果によって、最優秀プランのデザインが変更される場合
があります）
【配慮事項】　　
・護岸に悪影響を及ぼさない構造
・河川内において、洪水の流れを邪魔したり、ごみが引っかかりにくい構造
・その他、維持管理に著しい負担が発生しない構造
（例）彫刻を施した転落防止柵等、破損した場合に再生困難となるもの
・通常の遊歩空間整備事業に比べ、著しく初期投資が大きくならないもの（千代崎橋下流に位置する遊歩道の実績では、７０万円/㎡程度です）
・大阪府福祉のまちづくり条例に則した構造
http://www.pref.osaka.jp/kenshi_kikaku/fukushi_top/chikujo-kaisetsu.html

・植栽は、客土を配置する事で可能です。
・遊歩道と橋梁との取り付けについては、例えば5%の勾配ですりつけを行った場合、約30mのスロープ構造になります。
・現在、遊歩空間で飲食店などの建造物を建設するための整理は整っていません。
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■参考添付資料（貸し出し用平面図）
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■参考添付資料（貸し出し用断面図）
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　■参考添付資料（提案断面図イメージ）
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６、審査
（１）審査方法
　　　審査委員会によって審査を行います。
【１次審査】
提案された応募作品をもとに審査を行います。
　　　【最終審査】
　　　　１次審査通過者によるプレゼンテーションにて審査を行います。審査日時等については１次審査通過者に個別に連絡します。
（２）審査基準
　○本コンペの趣旨と木津川の地域特性、木津川全体及び対象エリアに対する考え方等を
踏まえているか。
　○新規性のあるアイデアか。
　○実現可能性。　　　　　等
（３）審査委員　（50音順）
　　　嘉　名　光市（大阪市立大学大学院　工学研究科　都市専攻准教授）
　　　忽　那　裕樹（株式会社E-DESIGN代表取締役）
　　　久保田　善明（京都大学経営管理大学院　准教授）
　　　篠　原　　修　(東京大学名誉教授)
芹　沢　高志 （アート・プロデューサー、P3 art and environment エグゼクティブ・
　　　　　　　　　   ディレクター）
曽我部　昌史（建築家、神奈川大学教授、みかんぐみ）
７、最終審査にて最優秀プランとして選定された後の動き
　（１）デザイン責任者として詳細設計に参画
　　　コンペ最終審査にて最優秀プランとして選定された応募者は、事業者が受託して
いる詳細設計業務に対し、デザイン責任者として参画していただきます。
【デザイン責任者としての業務】
　・現地踏査、基本事項の決定、景観検討、付帯施設設計等について、事業者とともに実施して頂くことを予定しております。なお、どこまでデザイン責任者の業務とするかの詳細については、最終審査後に「デザイン責任者」、「事業者」、「大阪府」の３者で協議します。
　　　　　・事業者、大阪府が主体となる地域とのワークショップ（２回予定）に出席して頂きます。今回選定されたデザインを基に地域の方と意見交換し、より地域に愛される遊歩空間を目指すことを目的としています。　　
・デザイン責任者は詳細設計の委託契約が完了するまでは、責任を持って業務に
取り組むものとします。業務完了前に辞退することは認めません。ただし、や
むを得ない理由がある場合は発注者である大阪府と協議します。
　　　　　・デザイン責任者として業務にかかる必要な経費は、事業者業務の一部として計上しております。詳細については、業務内容のひとつ目に記載している最終審査後の３者による協議を経て決定することとします。
　　（２）その他
・最優秀作品は、大阪ミュージアム構想の「いいデザイン１００プロジェクト」作品として登録し、大阪府のホームページ等で広く紹介します。

８、提出方法
提案申込書と提出書類を提出してください。
併せて上記を電子データ（PDF、JPEG、MS-WORD、MS-EXCEL、MS-PowerPointのいずれか）で記録したCD-ROMまたはDVD-ROMを提出してください。
　提出書類には氏名や会社名等を記入しないでください。様式にある受付番号欄には何も記入しないで下さい。
（提出先）
〒559－8555　大阪市住之江区南港北1-14-16　大阪府咲洲庁舎37階
文化課企画グループ　木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ事務局
９、応募作品の無効
・応募者が審査員と故意に接触を求めた場合
１０、質問の受付
質問は、文書による質問のみとします。様式3にてFAX又はメールにて送付ください。
回答については、大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課ホームページで順次公開します。
http://www.pref.osaka.jp/bunka/enokojima/index.html
１１、著作権、応募作品の取り扱いについて
・著作権は応募者に帰属しますが、大阪府は広報等にて必要な場合は作品を使用できるものとします。また、審査を行うために必要な範囲において、複製を作成することがあります。
・応募者が応募作品の中において、他人の著作物を使用している場合、その使用にあたり当該権利者に対して発生する事項の責任については、応募者が負うものとします。
・大阪府は、選定された応募者の提案に拘束を受けないものとします。
・別途公募している「一級河川木津川遊歩空間整備設計委託（松島橋～大渉橋左岸）」を経て完成した、デザインを含んだ構造物の著作権は大阪府に帰属します。
１２、　スケジュール
○アイデア募集期間：平成２４年９月２８日（金）～平成２４年１０月２３日（火）
※郵送については平成２４年１０月２３日（火）当日消印有効
              　　　 ※直接持ち込みについては平成２４年１０月２２日（月）～
１０月２３日（火）9:30～17:00
○質問受付　　　　　：平成２４年９月２８日（金）～平成２４年１０月１０日（水）
　　　　　　　　　　　※様式集　質問書を利用してください
（FAXまたはメールでお願いいたします。質問書（p.21）に連絡先を記載しております。電話では受付けしません。）
○質問回答期限　　　：平成２４年１０月１２日（金）
　　　　　　　　　　※回答は文化課ホームページにて、順次回答します。
○１次審査　　　　　：平成２４年１０月３０日（火）
○１次結果発表　　　：平成２４年１１月上旬
　　　　　　　　　　　結果につきましては文化課ホームページで発表を行います。
○２次審査　　　　　：平成２５年1月上旬
○詳細設計　　　　　：平成２５年1月～平成２５年３月末（予定）
１３、その他
　　・本コンペの審査において最優秀プランとして選定された作品については、設計を具体的に
　　　進めていく中で、変更する可能性があることについて、予めご了承ください。
　  
木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ　
提出書類様式集
様式１　　　提案申込書
　　
様式２　　　デザイン画
　　
様式３　　　質問書
平成２４年　９月
大阪府　　　　　　　

（様式１）
平成　　年　　月　　日
木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
提案申込書
木津川遊歩空間アイデアデザインコンペに参加したいので、本件募集要領を承知の上申し込みます。
　大阪府　様
　　　　申　込　者　　所在地
　　　　　　　　　　　名　称
　　　　　　　（企業の場合は会社名及び代表者名）　　　　　　　　　　　　　　　　
担 当 者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　連絡先：電　話　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　メール　　　　　　　　　　　　　　　　　

	


遊歩空間デザイン概要
（様式２）
木津川遊歩空間
デザイン画
	※　自由に記載してください（部分的に拡大することも可）。



用紙はＡ３（横長）とする
（様式３）
平成　　年　　月　　日
木津川遊歩空間アイデアデザインコンペ
質　問　書
　大阪府　様
質問者名
所在地
名称
代表者名　　　　　　　　　　　　 　　　　 
連絡先
 所属
 担当者
 電話番号
　木津川遊歩空間アイデアデザインコンペの ｢募集要領｣「提出書類様式集」に記載されている内容について、別紙のとおり質問します。
	


質疑一覧
	質問箇所
	質問事項

	(例）
募集要項
○○ページ
	

	
	

	
	


※質問書提出先は大阪府　府民文化部　都市魅力創造局　文化課あて
　　　　ＦＡＸ　　　０６－６２１０－９３１６
　　　　電子メール　bunka-03@gbox.pref.osaka.lg.jp
遊歩道整備予定ルート





松島橋





大渉橋





立売堀





左岸断面





陸上





水面





延長　２４０ｍ





平場のない箇所もあり





右岸断面②





陸上





水面





右岸断面①





水面





陸上





木津川の水辺の現況　（状況写真・護岸断面）





木津川





水面





陸上





水面





まちとのアクセスの為に改造する場合でも、止水高さを確保してください
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※イメージ図





止水高さ（天端の高さ）　OP＋5.0ｍ





河川へ落下防止のため、転落防止柵を設置してください


（図2参考）





1.5m





止水壁





堤　　防





この高さ以上の位置に遊歩道を設置してください





計画高水位（天端より1.5ｍ下の高さ）OP＋3.50ｍ





③④遊歩道幅員　2ｍ～4ｍ





水　面





陸





河　川





OP±0ｍ





河川側での構造物は原則としてこの高さ以上に設置してください。





ＯＰ＋３．５ｍ以上





現在の高さ　ＯＰ＋３．０ｍ





ＯＰ＋５．０ｍ











図1　計画イメージ





※イメージ図





図2　転落防止柵条件図





高さ　


1.1ｍ以上





幅　


15ｃｍ以下





船着場設置範囲
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